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青　

山　

愛　

香

は
じ
め
に

近
年
ド
イ
ツ
本
国
に
お
い
て
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
の
研
究
は
活

況
を
呈
し
て
い
る
。
二
◯
◯
◯
年
以
降
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー

（
一
四
七
二
│
一
五
二
八
年
）
を
筆
頭
に
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ル
ト
ド

ル
フ
ァ
ー
（
一
四
八
○
│
一
五
三
八
年
）、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ネ

ヴ
ァ
ル
ト
（
一
四
八
四
／
八
五
│
一
五
二
八
年
）、
ハ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
バ

イ
ン
（
息
子
）（
一
四
九
七
│
一
五
四
三
年
）
と
い
っ
た
、
こ
の
時
代
を
代

表
す
る
画
家
た
ち
の
複
数
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。1
と
り
わ
け
一
五

一
七
年
の
宗
教
改
革
五
○
○
周
年
に
寄
せ
て
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ハ
（
父
）

（
一
四
七
二
│
一
五
五
三
年
）
に
纏
わ
る
展
覧
会
は
ド
イ
ツ
本
国
の
み
な

ら
ず
世
界
各
地
で
開
か
れ
、
日
本
で
も
初
と
な
る
ク
ラ
ナ
ハ
展
が
行
わ
れ

た
。2
そ
し
て
つ
い
に
こ
の
時
代
の
「
最
も
有
名
な
無
名
画
家
」
と
呼
ば

れ
た
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
（
一
四
八
四
／
八
五
│
一
五

四
五
年
）
の
大
展
覧
会
が
二
◯
一
九
年
か
ら
二
◯
二
◯
年
に
か
け
て
六
十

年
ぶ
り
に
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
。3

こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
に
は
イ
タ
リ
ア
主
義
が
刻
印

さ
れ
て
い
て
、
こ
の
文
脈
で
は
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
未
だ
に
創
造

性
豊
か
な
芸
術
と
解
釈
さ
れ
、
ド
イ
ツ
美
術
は
そ
の
後
追
い
の
芸
術
と
み

な
さ
れ
る
。
影
響
関
係
の
美
術
史
は
、
ド
イ
ツ
の
芸
術
に
お
け
る
イ
タ
リ

ア
の
影
響
、
つ
ま
り
同
化
に
つ
い
て
従
来
研
究
し
て
来
た
。
よ
う
や
く
こ

れ
ら
の
異
な
る
文
化
圏
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
優
劣
を
問
う
の

で
は
な
く
「
文
化
の
移
動K

ulturtransfer

」
と
い
う
観
点
で
論
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
受
容
と
い
う
問
題
は
受
け
身
な
だ
け
で
は
な
く
、

生
産
的
で
創
造
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
特
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
介
し
て
受
容
さ
れ
た
「
外
国w

elsch

」
の
絵

 
 

―
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
版
画
に
お
け
る‘
ア
エ
ム
ラ
ティ
オ
’―

ハ
ン
ス・バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
木
版
画《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》（
一
五
一
九
年
）
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画
様
式
は
、
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
更
に
独
自
の
解
釈
が
加
え
ら

れ
て
イ
タ
リ
ア
本
国
と
は
異
な
る
図
像
と
様
式
の
展
開
を
見
せ
た
。
本
稿

は
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
関
係
に
改
め

て
注
目
し
な
が
ら
、
両
者
の
イ
タ
リ
ア
美
術
の
受
容
の
異
な
る
方
法
論
を

確
認
し
、
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
試
み
る
。

1.

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
芸
術

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
は
一
四
八
四
／
八
五
年
に
シ
ュ

ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
グ
ミ
ュ
ン
ト
に
生
ま
れ
、
画
家
、
版
画
家
、
素
描
家
、

そ
し
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
。
修
行
時
代
に
関

す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
五
○
三
│
○
七
年
に
か
け
て
〈
職
人
〉

と
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
工
房
に
入

り
、4 

一
五
○
九
年
以
降
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
市
民
権
を
得
た
。
一
五

一
五
／
一
六
年
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
聖
堂
の
多
翼
式
祭
壇
画
を
制
作
し
て

成
功
を
収
め
、
一
五
四
五
年
に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
没
し
て
い
る
。

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
は
、
宗
教
美
術
以
外
に
も
「
女
の
力 

W
eiberm

acht

」
や
「
魔
女
」
と
い
っ
た
世
俗
の
主
題
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア

由
来
の
「
裸
の
人
間
像
」
が
登
場
す
る
種
々
の
新
し
い
異
教
主
題
に
取
り

組
み
、
当
時
の
市マ
ー
ケ
ッ
ト場の

需
要
を
網
羅
し
て
い
る
。5
だ
が
、
バ
ル
ド
ゥ
ン

グ
・
グ
リ
ー
ン
の
研
究
は
二
◯
○
七
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
シ
ュ
テ
ー

デ
ル
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
魔
女
の
欲
望
と
堕
罪　

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド

ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
奇
妙
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
展
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
や
や
も
す
れ
ば
「
常
規
を
逸
し
て
」
卑
陋
と
も
称
さ
れ
る
魔
女
を
主

題
と
し
た
素
描
や
版
画
に
集
中
し
て
お
り
、
彼
の
芸
術
は
し
ば
し
ば
「
奇

想
の
」
と
い
う
形
容
詞
を
つ
け
て
語
ら
れ
て
来
た
。6

こ
こ
で
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
関
係
を
改
め
て
考
え
よ
う
。

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
弟
子
と
さ
れ
る
が
、
出
だ
し
か
ら
そ

の
作
品
は
決
し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
単
な
る
模
倣
に
は
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
模
倣im

itatio

」
は
芸
術
の
基
本
的
な
機
動
力
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
イ

タ
リ
ア
お
よ
び
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
は
一
五
二
○
年
前
後
か
ら
特
に
単
な

る
模
倣
に
留
ま
ら
ず
、
意
図
的
に
他
人
の
作
品
を
真
似
て
そ
れ
を
凌
ご
う

と
す
る
「
ア
エ
ム
ラ
テ
ィ
オaem

ulatio

」
の
手
法
が
流
行
し
た
。7
バ
ル

ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
の
あ
り
方
を
見
る
と
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
作
品
を
前
提
と
し
な
が
ら
、「
通
の
観
者
」
に
向
け
て
出
来
栄
え

を
競
う
よ
う
な
作
品
が
あ
る
。
そ
の
典
型
例
が
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
作
品

中
、
と
り
わ
け
そ
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
形
態
が
問
題
と
な
る
一

五
一
五
年
の
《
若
い
魔
女
と
竜
》（
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
、
銅
版
画
陳
列
室
）

（29,5
×

20,7cm

）8（
図
2
）
の
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
素
描
で
あ
ろ
う
。
殿

部
を
突
き
出
し
て
、
舌
を
出
し
た
竜
と
戯
れ
る
若
い
魔
女
の
姿
は
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
一
五
一
○
年
の
木
版
画
《
小
受
難
伝
》
連
作
の
《
楽
園
追
放
》（B. 

18
）9（
図
1
）
の
後
向
き
の
イ
ブ
に
由
来
し
て
お
り
、
同
じ
モ
テ
ィ
ー

フ
を
後
に
ブ
ロ
ン
ズ
ィ
ー
ノ
（
一
五
○
三
│
一
五
七
二
年
）
が
一
五
四
○

年
頃
に
《
愛
の
寓
意
》（
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
の
左
端

の
少
年
像
に
も
転
用
し
て
い
る
。10
一
方
で
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
最
初
の
大
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型
油
彩
画
で
あ
る
一
五
○
七
年
の
《
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
祭
壇
画
》（
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館
）11
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五

○
○
年
前
後
の
銅
版
画
《
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
》（B. 56/87

）12
を
下

敷
き
に
し
て
い
る
も
の
の
、
敢
え
て
そ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
姿
態
を
非
古

典
的
な
肉
体
へ
と
変
容
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
制
作
態
度
を
ボ
ネ
（
二
○
一

八
年
）
は
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
「
人
文
主
義
的
絵
画
批
評
／
批
判
」
と
評
す

る
。13バ

ル
ド
ゥ
ン
グ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
時
代
（
一
五
○
三
│
○
七
年
）
に

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
一
五
◯
四
年
の
銅
版
画
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》（B. 1

）14
と
、

遠
近
法
を
駆
使
し
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
富
ん
だ
空
間
表
現
を
見
せ
る
木
版

画
連
作
《
マ
リ
ア
の
生
涯
》15
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
第
一
次
イ
タ
リ
ア
滞
在
以
降
の
成
果
を
誇
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
こ
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
路
線
を
模
倣
し
、
そ
の
ま

ま
継
承
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
一
五
一
五
年
の

油
彩
画
《
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
》（
バ
ー
ゼ
ル
美
術
館
）
で
確
認
し
て
み
よ

う
。

2.
�

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
《
神
殿
の
十
二
歳
の
キ
リ
ス
ト
》�

（
一
五
○
三
年
）
と
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
油
彩
画�

《
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
》（
一
五
一
五
年
）

一
五
○
○
年
前
後
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
マ
リ
ア
信
仰
が
高
ま
り
を
見

せ
る
中
、「
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
」
の
主
題
は
広
く
流
布
し
、
バ
ル
ド
ゥ

図2 バルドゥング・グリーン 《若い魔女
と竜》、キアロスクーロ素描、1515年、
29, 5×20, 7cm、カールスルーエ州立
美術館

図1 デューラー 《小受難伝》の《楽園追放》、木
版画、1510年、12, 8×9.8cm
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ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
も
一
五
一
五
年
に
油
彩
画
《
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
》（71, 

1

×49, 3 cm
）（
バ
ー
ゼ
ル
美
術
館
）16（
図
3
）
と
大
型
の
一
枚
刷
り
木

版
画
《
聖
親
族
と
聖
母
子
》（40,9

×27,9cm

）17（
図
7
）
を
制
作
し
て

い
る
。

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
油
彩
画
は
一
見
す
る
と
画
面
左
端
の
一
本
の
円
柱
が

こ
の
複
雑
な
建
築
空
間
を
支
え
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
柱
は
画

面
に
対
し
て
斜
め
に
置
か
れ
た
台
座
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
金
の
装

飾
で
縁
取
ら
れ
た
台
座
は
床
か
ら
更
に
一
段
高
い
位
置
に
不
安
定
に
持
ち

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
柱
は
磨
き
上
げ
ら
れ
た
大
理
石
の
よ
う
で
、
柱
に
沿

っ
て
グ
リ
ザ
イ
ユ
技
法
で
ブ
ド
ウ
の
蔦
が
上
に
向
け
て
絡
み
つ
い
て
い
る
。

金
の
花
で
装
飾
さ
れ
た
混コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

成
柱
頭
は
、
奥
の
柱
と
共
に
画
面
に
対
し
て
斜

め
に
入
り
込
む
天
井
の
木
製
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
を
支
え
て
い
る
。
手
前

か
ら
二
番
目
の
柱
の
上
に
は
更
に
次
の
柱
が
乗
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
い
か

に
も
不
安
定
な
建
造
物
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
列
柱
の
間
に
吊
る
さ
れ
た

天
幕
の
中
は
、
背
景
が
金
地
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
両
脇
に
下
が
る
緑
色

の
カ
ー
テ
ン
は
画
面
奥
へ
と
向
か
う
空
間
と
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
の
い
る
空

間
を
あ
た
か
も
「
閉ホ
ル
ト
ゥ
ス
コ
ン
ク
ル
ー
ズ
ス

ざ
さ
れ
た
庭
」
の
囲
い
の
よ
う
に
分
断
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
油
彩
画
の
制
作
時
に
彼
の

念
頭
に
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
《
マ
リ
ア
の
生
涯
》
の

木
版
画
連
作
18
の
《
神
殿
奉
献
》（B. 88

）19（
図
4
）
や
《
神
殿
の
十
二
歳

の
キ
リ
ス
ト
》（B. 91

）20（
図
5
）
で
あ
る
。
こ
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
二
枚

の
木
版
画
の
造
形
に
つ
い
て
越
（
二
○
一
二
年
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
空
な
空
間
あ
る
い
は
自
由
空
間
を
制
限
の
な
い
無
限

な
連
続
体
と
し
て
で
は
な
く
、
明
確
に
規
定
で
き
る
、
測
定
可
能
な
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
建

築
的
に
構
成
さ
れ
た
枠
組
み
の
内
部
で
は
、
画
面
の
安
定
性
あ
る
い
は
構

図
的
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
危
険
を
伴
う
こ
と
な
く
、
集
団
の
人
物
像
を
自

由
に
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。」21

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
こ
の
「
測
定
可
能
な
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
空
間
」

を
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
は
解
体
し
た
。
画
面
手
前
の
柱
は
空
間
全

体
を
支
え
る
構
造
体
の
一
部
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
イ
エ
ス
の
誕
生
に

よ
る
人
類
の
救
済
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。22
一
点
の
固

定
さ
れ
た
視
点
か
ら
編
み
出
さ
れ
る
「
建
築
的
に
構
成
さ
れ
た
枠
組
み
」

と
い
う
舞
台
は
、
本
来
中
心
と
な
る
べ
き
人
物
た
ち
の
存
在
を
矮
小
化
し
、

図3 バルドゥング・グリーン 《聖アンナと
聖母子》、油彩画、1515年、71, 1×49, 
3cm、バーゼル市立美術館
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デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
の
よ
う
に
幼
子
イ
エ
ス
や
十
二
歳
の
キ
リ
ス
ト
を

空
間
の
秩
序
に
基
づ
き
画
面
の
隅
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
。
デ
ュ
ー
ラ
ー

自
身
、
こ
の
点
に
つ
い
て
北
方
の
人
間
特
有
の
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
。

越
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
画
面
で
は
、
空
間
の
骨
組
み
は
科
学
的
遠
近
法
で
し

っ
か
り
と
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
人
物
像
構
図
は
そ
う
で
は
な
い
。

人
物
像
構
図
で
は
、
北
方
の
視
習
慣
が
勝
利
を
占
め
、
遠
近
法
理
論
が
要

請
す
る
視
線
の
静
止
を
妨
げ
て
い
る
。
遠
近
法
的
空
間
構
成
と
多
数
人
物

像
の
構
成
と
が
何
か
し
っ
く
り
行
か
な
い
感
じ
で
あ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
人
物
像
構
図
と
静
止
的
な
空
間
構
造
と
の
間
に
あ
る
潜
在
的
矛
盾
は
、

二
つ
の
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
異
質
な
絵
画
的
構
造
原
理
の
間
を
揺
れ
動

く
内
的
葛
藤
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。」23

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
代
表
作
、
一
五
一
五
年
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
多
翼
式

祭
壇
画
《
マ
リ
ア
の
戴
冠
》24
は
画
面
全
体
に
モ
テ
ィ
ー
フ
が
隙
間
な
く

散
り
ば
め
ら
れ
た
、
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
特
有
の
〈
形
を
錯フ
ォ
ル
ム
フ
ェ
ア
フ
レ
ヒ
テ
ン

綜
さ
せ
る
形
式
〉

を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
祭
壇
画
と
同
様
に
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
デ
ュ

ー
ラ
ー
が
築
い
た
畏
怖
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
空
の
建
築
の
自フ
ラ
イ
ラ
ウ
ム

由
空
間
の
中

に
、
あ
た
か
も
小
動
物
の
よ
う
に
様
々
な
姿
態
で
活
発
に
空
間
を
動
き
回

る
天
使
を
加
え
る
こ
と
で
視
線
の
静
止
を
妨
げ
、
新
た
な
生
命
を
吹
き
込

ん
だ
の
で
あ
る
。（
図
6
）
ま
た
画
面
に
対
し
て
並
行
に
置
か
れ
た
木
製

の
ア
ー
キ
ト
レ
イ
ヴ
に
救
済
の
象
徴
で
あ
る
リ
ン
ゴ
を
所
狭
し
と
、
一
列

に
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
建
造
物
が
非
常
に
不
安
定
な
遊
技
場
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
だ
が
批
判
的
に
見
せ
た
。
こ
う
し
た
遠

図4 デューラー 《マリアの生涯》の《神殿奉
献》、木版画、1505年頃、29, 5×20.9cm

図5 デューラー 《マリアの生涯》の《神殿の12
歳のキリスト》、木版画、1503年頃、29, 5
×20.9cm
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近
法
へ
の
懐
疑
心
を
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
は
同
時
期
の
大
型
の

一
枚
刷
り
木
版
画
《
聖
親
族
と
聖
母
子
》（
図
7
）
に
お
い
て
も
表
現
し
て

い
る
。
一
五
○
八
年
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
マ
サ
イ

ス
（
一
四
六
五
／
六
六
│
一
五
三
○
年
）
は
《
聖
な
る
親
族
祭
壇
画
》（
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
、
王
立
美
術
館
）
に
お
い
て
、
遠
近
法
で
作
図
し
た
画
面
中

央
の
建
築
モ
テ
ィ
ー
フ
と
そ
の
背
後
に
広
が
る
遠
景
の
山
々
の
風
景
の
前

に
、
大
人
数
の
人
物
像
を
整
然
と
水
平
に
上
下
三
段
に
分
類
し
て
配
置
し

た
。
だ
が
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
こ
う
し
た
建
築
モ
テ
ィ
ー
フ
を
完
全
に
画
面

か
ら
排
除
し
、
滑
り
台
の
よ
う
に
斜
め
に
傾
斜
し
た
囲
い
の
中
に
い
る
聖

ア
ン
ナ
と
聖
母
子
た
ち
の
背
後
に
脇
役
の
ヨ
ゼ
フ
と
ヨ
ア
ヒ
ム
を
、
逆
遠

近
的
に
巨
大
な
サ
イ
ズ
で
描
い
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。25

こ
の
二
点
の
作
品
は
一
見
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
が
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
イ
タ
リ
ア
受
容
や
同
時
代
の
最
新
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
に
背
を
向

け
て
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
の
造
形
原
理
へ
と
回
帰
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
」
な

作
家
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
が
、
一
五
一
五
年
の
試
み
は
決
し
て
「
遠
近
法

の
未
習
熟
」
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
は
同
時
期
に

イ
タ
リ
ア
の
流
行
り
の
版
画
を
元
に
制
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
十
六
世
紀
の
版
画
の
マ
ニ
エ
リ
ズ
ム
の
動
き
を
見
て
み

よ
う
。
引
用
・
複
製
に
お
け
る
創
意
を
版
画
に
見
る
と
、
単
な
る
モ
テ
ィ

ー
フ
の
借
用
に
留
ま
っ
て
い
な

い
。26
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、

引
用
元
の
版
画
が
あ
っ
て
、
そ

の
意
味
や
構
図
を
前
提
と
し
て

作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
版

画
は
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
機
能
し
て
こ
の
よ
う
な
制
作

プ
ロ
セ
ス
が
よ
り
戦
略
的
に
な

さ
れ
、
複
製
で
あ
る
こ
と
を
逆

手
に
と
っ
て
、
他
の
作
品
を
連

想
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
意

を
一
層
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

試
み
も
な
さ
れ
て
い
た
。27 

図6 バルドゥング・グリーン 《聖アンナと聖
母子》（部分）

図7 バルドゥング・グリーン 《聖アンナと
聖母子》、木版画、1510年頃、38, 5×26, 
5cm
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ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
》

(B. 193) 

（22.0
x 13.5cm

）
は
一
五
一
五
年
の
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ

ン
グ
で
あ
る
。
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
右
手
の
下
に
あ
る
瓶
に
「A.V

」

と
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
入
っ
て
い
て
、
人
物
の
足
の
下
の
石
板
に
は

「BAC
IO

・FI/O
R

EN
T

I/N
O

/I/(N
)V

EN
TO

/R　

フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
人
バ
ッ
チ
ョ
原
作
」
と
あ
る
。
本
作
品
は
こ
の
画
中
の
銘
か

ら
バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
（
一
四
九
三
―
一
五
六
○
年
）

の
原
画
を
下
に
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（
一

四
九
○
年
頃
│
一
五
三
六
年
頃
）
が
版
画
化
し
た
作
品
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。28

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
姿
勢
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
原
画
を
マ
ル
カ
ン
ト

ニ
オ
・
ラ
イ
モ
ン
デ
ィ
が
版
画
化
し
た
《
ヴ
ェ
ヌ
ス
と
ア
モ
ル
》

（B. 311

）
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
こ
の
ラ
イ
モ
ン
デ
ィ

の
版
画
を
も
と
に
し
て
一
五
一
五
年
に
ル
ー
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ

イ
デ
ン
が
制
作
し
た
版
画
《
ル
ク
レ
チ
ア
》（B. 134

）
も
参
考
に

し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。29 

い
ず
れ
も
版
画
を
介
し
て

南
北
で
モ
テ
ィ
ー
フ
を
巡
っ
て
活
発
に
や
り
取
り
が
あ
る
中
、
バ

ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
は
腕
の
位
置
や
顔
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
で
、
よ

り
マ
ニ
エ
リ
ズ
ム
的
な
表
現
へ
と
作
り
変
え
て
い
る
。30
ヴ
ァ
ザ

ー
リ
の
著
述
に
も
登
場
す
る
こ
の
有
名
な
版
画
を
元
に
、
一
五
一

五
以
降
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
も
独
創
的
な
作

品
を
生
み
出
し
て
い
た
。
こ
こ
で
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン

の
一
五
一
九
年
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》（
図
9
）
を
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー

図8 アゴスティーノ・ヴェネツィアーノ 
《クレオパトラの死》、エングレーヴィ
ング、1515年、22×13, 5cm

図9 バルドゥング・グリー
ン 《アダムとイブ》、木
版画、1519年、25× 9, 
5cm
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ノ
・
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
の
《
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
》（
図
8
）
と
比
較
し
て
み
よ

う
。

3.
�

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
一
五
一
九
年
の
《
ア
ダ
ム
と�

イ
ブ
》
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
死
》

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
一
五
一
九
年
の
一
枚
刷
り
木
版
画
《
ア

ダ
ム
と
イ
ブ
》（25

x 9, 5cm

）（
図
9
）
の
細
長
い
縦
長
の
画
面
の
中
央

に
は
裸
の
エ
バ
が
描
か
れ
て
い
る
。31
そ
こ
に
は
本
来
こ
の
主
題
に
描
か

れ
る
べ
き
楽
園
の
森
や
禁
断
の
実
が
な
る
木
が
見
当
た
ら
な
い
。
描
か
れ

て
い
る
の
は
枯
れ
た
一
本
の
木
の
み
で
、
そ
の
他
の
物
語
的
要
素
は
全
て

省
略
さ
れ
て
い
る
。32 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
版
画
で
は
女
性
の
右
足
は
地
面
に
置
か
れ
た
石

板
の
上
に
乗
せ
ら
れ
て
、
体
重
を
支
え
る
軸
足
の
左
脚
に
体
の
重
心
が
か

か
っ
て
い
る
。
だ
が
上
半
身
を
見
る
と
逆
に
遊
脚
で
あ
る
右
足
の
ほ
う
に

大
き
く
傾
き
、
右
肩
は
大
き
く
画
面
の
左
後
方
に
向
け
て
下
が
る
。
一
方

頭
部
は
逆
に
右
上
上
空
を
向
く
の
で
足
先
か
ら
頭
部
ま
で
、
Ｓ
字
型
に
捻

れ
て
身
体
全
体
に
緊
張
感
が
漲
っ
て
い
る
。
壺
の
口
を
掴
む
女
性
の
右
腕

の
屈
折
は
、
下
半
身
と
上
半
身
が
描
く
「
く
」
の
字
の
ラ
イ
ン
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
一
方
の
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
の
イ
ブ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と
ほ
ぼ
同
じ
ポ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
果
物
を
持

つ
左
手
は
力
な
く
ぶ
ら
下
が
り
、
細
長
く
引
き
伸
ば
さ
れ
た
ク
レ
オ
パ
ト

ラ
の
身
体
が
持
つ
躍
動
感
に
対
し
て
、
そ
の
肉
体
は
豊
満
で
重
々
し
い
。

細
部
を
比
較
す
る
と
、
イ
ブ
の
頭
部
は
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か
っ
た
長
い
髪

で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
描
く
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
よ
う
に
複
雑

に
ア
ッ
プ
に
結
い
上
げ
ら
れ
て
、
顔
の
輪
郭
を
は
っ
き
り
見
せ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
凝
っ
た
髪
型
に
よ
り
一
層
イ
ブ
が
若
い
女
性
で
は
な
く
、
成
熟

し
た
女
で
あ
る
印
象
を
与
え
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
素
描
を
手
本
と
す
る
ラ
イ
モ
ン
デ
ィ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と

同
様
に
、
左
腕
で
軽
く
胸
を
隠
し
て
い
る
が
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
エ
バ
は

禁
断
の
実
を
持
つ
右
腕
は
物
憂
げ
に
下
が
り
、
そ
の
結
果
、
手
本
で
は
隠

さ
れ
て
い
た
両
胸
が
顕
に
な
っ
た
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
素
描
に
描
か
れ
た
口
を
半
開
き
に
し
て
大
き
な

目
を
上
空
に
向
け
て
い
る
苦
悩
の
表
情
は
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の

同
時
代
の
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
素
描
《
自
害
す
る
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
》（
図
11
）

に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
た
。33
一
五
一
九
年
の
イ
ブ
は
ル
ク
レ
テ
ィ
ア

の
素
描
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
成
熟
し
た
、
烈
女
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
分

類
さ
れ
る
。

こ
こ
で
イ
ブ
か
ら
ア
ダ
ム
（
図
12
）
に
目
を
転
じ
る
と
、
既
に
一
五
一

五
年
頃
か
ら
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
が
取
り
組
ん
で
い
た
別
の
主
題
が
浮
か
び
上

が
る
。
イ
ブ
の
肩
に
手
を
か
け
、
画
面
の
左
側
か
ら
獲
物
を
狙
う
よ
う
に

イ
ブ
に
近
づ
く
骨
張
っ
た
ア
ダ
ム
の
顔
は
、
目
が
深
く
落
ち
窪
み
、
そ
の

尖
っ
た
鼻
と
口
許
は
骸
骨
を
彷
彿
と
さ
せ
、
一
五
一
五
年
の
キ
ア
ロ
ス
ク

ー
ロ
素
描
《
死
と
女
》（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
）34
並
び

に
同
主
題
の
油
彩
画
（
バ
ー
ゼ
ル
市
立
美
術
館
）35（
図
10
）
に
登
場
す
る
、

背
後
か
ら
女
に
忍
び
寄
る
死
神
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
、
振
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り
向
き
ざ
ま
に
骸
骨
に
接
吻
さ
れ
る
豊
満
な
女
性
人
物
像
の
姿
態
も
一
五

一
九
年
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》（
図
9
）
と
同
様
に
、
明
ら
か
に
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
ー
ノ
の
《
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
死
》
の
銅
版
画
が
元
絵
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
一
五
一
九
年
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》
に
は
男
と
女
の
肉
体
的
な
堕

落
と
い
う
主
題
に
、
新
た
に
伝
統
的
な
ヴ
ァ
ニ
タ
ス
の
主
題
が
二
重
写
し

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
正
面
か
ら
短
縮
法
で
描
か
れ
た
ア
ダ
ム
の
右

足
は
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
右
の
足
先
の
指
の
角
度
か
ら
爪
の
描
写
に
至
る

細
部
ま
で
酷
似
し
て
い
る
。
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
右
足
を

画
面
の
左
側
か
ら
忍
び
寄
る
ア
ダ
ム
の
右
足
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
ア
ダ

ム
の
身
体
を
イ
ブ
に
密
着
さ
せ
、
背
後
か
ら
骸
骨
に
抱
き
つ
か
れ
た
女
と

同
様
に
イ
ブ
が
ア
ダ
ム
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
印
象
を
与
え
る
。

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
こ
の
よ
う
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
版
画
を
一
五
一

九
年
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》
の
元
絵
と
し
た
が
、
こ
の
二
枚
の
版
画
に
は

重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
元
絵
に
描
か
れ
て
い
る
ク
レ
オ
パ

図10 バルドゥング・グリーン《死と
女》、油彩画、1520年頃、29, 8
×17, 1cm

図11 バルドゥング・グリ
ーン 《ルクレティア》、
キアロスクーロ素描、
1519年、23, 8×17, 6cm、
ヴァイマール城美術館

図12 バルドゥング・グリーン 《アダムとイブ》（部分）
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ト
ラ
の
左
手
に
巻
き
つ
く
蛇
（
図
13
／
14
）
を
省
略
し
た
点
で
あ
る
。
こ

の
「
蛇
」
は
本
来
堕
罪
の
主
題
に
お
い
て
は
物
語
の
発
端
と
な
る
最
も
重

要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
る
。
な
ぜ
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
敢
え
て
そ
れ

を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。36
こ
れ
が
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
版
画
特
有

の
「
ア
エ
ム
ラ
テ
ィ
オaem

uratio

」
で
あ
ろ
う
。
蛇
の
不
在
に
よ
っ
て
画

面
の
中
で
男
と
女
の
肉
欲
が
聖
書
の
主
題
か
ら
離
れ
て
、
よ
り
一
層
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
版
画
の
先
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

の
版
画
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
知
る
「
通
の
鑑
賞
者
」
の
み
が
、
実
は
イ

ブ
の
腕
に
蛇
が
絡
み
つ
い
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
」
と
い
う
主
題
は
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
の
修
行
時
代
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
○
四
年
の
銅
版
画
に
出
会
っ

て
以
来
三
十
年
近
く
か
け
て
取
り
組
み
展
開
さ
せ
た
最
も
主
要
な
主
題

の
一
つ
で
あ
る
。
彼
が
一
五
一
一
年
に
制
作
し
た
同
主
題
の
大
型
の
キ

ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
木
版
画
（37,1

×
25, 1cm

）37（
図
16
）
は
デ
ュ
ー
ラ
ー

が
発
表
し
た
一
五
一
○
年
の
《
小
受
難
伝
》
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》（12, 

6
×

9. 8cm

）（
図
15
）
の
変
奏
曲
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
手

本
と
同
様
に
豊
か
な
巻
き
毛
で
髭
を
蓄
え
、
長
く
波
打
つ
頭
髪
の
イ
ブ
の

乳
房
を
摑
ん
で
い
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
観
者
に
向
け
て
真
っ
直
ぐ
に
視

線
を
送
っ
て
い
て
、
二
人
の
頭
上
に
は
「
人
類
の
堕
落 Lapsus H

um
ani 

G
eneralis

」
と
ラ
テ
ン
語
で
記
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
小
受
難
伝
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》
で
は

暗
示
に
止
ま
る
人
間
の
肉
欲
の
罪
と
い
う
側
面
が
こ
こ
で
は
文

字
通
り
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
視
線
は
二
人
を
見

る
我
々
観
者
も
同
罪
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
一
五
一
一
年
の
大
型
木
版
画
に
は
も
う
一
つ
の
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
作
品
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
一
五
○

七
年
の
銅
版
画
《
不
釣
り
合
い
な
カ
ッ
プ
ル
》38（
図
17
）
は
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
同
主
題
の
銅
版
画
（B. 93

）39 

に
基
づ
く
が
、
こ

こ
に
描
か
れ
た
両
眼
が
離
れ
た
丸
い
老
人
の
顔
は
、
ま
さ
に

一
五
一
一
年
の
ア
ダ
ム
が
年
老
い
た
姿
で
あ
り
、
こ
の
木
版

画
に
は
当
時
流
布
し
て
い
た
、
女
が
男
を
誘
惑
す
る
「
女
の
力　

W
eiberm

acht

」
の
主
題
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。40

図13 アゴスティーノ・ヴェネツィアーノ 《クレ
オパトラの死》（部分）

図14 バルドゥング・グリーン 《アダムとイブ》（部
分）
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一
方
の
一
五
一
九
年
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》
の
版
画
は
イ
ブ
の
立
場
か

ら
み
た
彼
女
の
運
命
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
イ
ブ
が
死
ぬ
運
命
を
背

負
っ
た
の
は
禁
断
の
実
を
取
っ
て
食
べ
て
ア
ダ
ム
と
交
わ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
ア
ダ
ム
は
既
に
イ
ブ
に
先
駆
け
て
死
神
の
相
貌
へ
と
変
容
し
て

い
る
。
一
五
一
九
年
の
イ
ブ
は
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
死
」、「
ル
ク
レ
テ
ィ

ア
の
死
」、
そ
し
て
「
死
と
女
」
の
ヴ
ァ
ニ
タ
ス
の
主
題
と
同
様
に
、
抗
え

な
い
死
に
直
面
し
て
苦
悩
す
る
女
の
姿
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

エ
バ
を
死
に
向
か
わ
せ
る
「
死
神
と
し
て
の
ア
ダ
ム
」
と
い
う
図
像
が
こ

こ
に
誕
生
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
に
一
五
二
五
年
の
《
イ
ブ
と
蛇
と

図15 デューラー 《小受難伝》の《アダムとイブ》、
木版画、1510年、12, 8×9.8cm

図16 バルドゥング・グリーン 《アダムとイ
ブ》、キアロスクーロ木版画、1511年、
37, 1×25, 1cm

図17 バルドゥング・グリーン 《不釣り合いなカップル》、
銅版画、1507年、17, 3×12, 5cm
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死
》41（
オ
タ
ワ
、
カ
ナ
ダ
国
立
美
術
館
）
と
い
う
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
最

も
独
創
的
な
絵
画
に
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
と
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
い
う
比
較
的
狭
い
地
域
を
活

動
領
域
と
し
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
ク
ラ
ナ
ハ
の
よ
う
に
後
世
に
多
く
の
文
書

記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
は
十
九
世
紀
末
に
美

術
史
に
お
い
て
再
発
見
さ
れ
る
ま
で
忘
れ
ら
れ
た
画
家
で
あ
っ
た
。
だ
が

こ
の
時
代
は
人
文
主
義
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
南
北
間
で
は
版
画

を
介
し
て
豊
か
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
は
ま
さ
に
そ
の

文
脈
で
制
作
し
て
い
た
。42
ひ
と
回
り
年
上
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
五
○
四

年
の
銅
版
画
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》
に
お
い
て
「
神
が
創
り
出
し
た
完
璧
な

人
体
」
と
い
う
理
想
を
追
求
し
て
い
る
傍
ら
で
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
は
人
類

の
祖
が
過
ち
を
犯
し
た
後
の
、
堕
落
し
た
肉
体
を
追
求
し
た
。
ま
た
デ
ュ

ー
ラ
ー
と
並
ん
で
同
時
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
マ
サ

イ
ス
（
一
四
六
五
／
六
│
一
五
三
○
年
）、
ヤ
ン
・
ホ
ッ
サ
ー
ル
ト
（
一
四

七
八
│
一
五
三
二
年
頃
）
や
ヨ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
ク
レ
ー
フ
ェ
（
一
四
八

五
│
一
五
四
○
年
頃
）
の
よ
う
な
ロ
マ
ニ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
画
家
た
ち
が

遠
近
法
を
駆
使
し
た
複
雑
な
建
築
空
間
を
操
り
、
そ
の
中
に
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
絵
画
の
伝
統
を
継
承
し
た
人
物
像
や
イ
タ
リ
ア
由
来
の
裸
体
像
を
配

置
す
る
折
衷
的
な
様
式
で
人
気
を
博
す
中
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン

は
全
く
異
な
る
方
向
性
を
取
っ
た
。
だ
が
ま
さ
に
こ
の
一
五
一
○
年
代
の

一
見
「
ロ
ー
カ
ル
な
」
作
品
こ
そ
が
、
彼
の
芸
術
を
こ
の
時
代
の
ド
イ
ツ

美
術
の
唯
一
無
二
の
存
在
へ
と
押
し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註1 

主
な
展
覧
会
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
展
（
二
○
一
二
年

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
二
○
一
八
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
二
○
一
九
年
ミ

ラ
ノ
と
ウ
ィ
ー
ン
）、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
展
（
二
○
○
七
年
カ
ー
ル

ス
ル
ー
エ
と
コ
ル
マ
ー
ル
）、
ホ
ー
ル
バ
イ
ン
（
父
）
展
（
二
○
一
○
年

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）、
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
展
（
二
○
一
五
年
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
）、
ク
ラ
ナ
ハ
（
息
子
）
展
（
二
○
一
五
年
ワ

イ
マ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
）、
大
規
模
な
ク
ラ
ナ
ハ
（
父
）
展
（
二

○
一
七
年
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
）
等
。

2 

「
ク
ラ
ー
ナ
ハ
五
○
○
年
後
の
誘
惑
」
展
（
国
立
西
洋
美
術
館　

二
○

一
六
年
十
月
十
五
日
│
二
○
一
七
年
一
月
十
五
日
開
催
）。

3 

「
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
聖
と
俗　

H
ans Baldung 

G
rien, heilig|unheilig

」
展
（
二
○
一
九
年
十
一
月
三
十
日
│
二
○
二

○
年
三
月
八
日
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
先
立
ち
二
○
一
八
年
十
月

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン　

作
品
へ

の
新
し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」（H

olger Jacob-Friesen und O
liver 

Jehle (H
g.), H

ans Baldung G
rien. N

eue Perspektiven auf sein W
erk, 

Berlin M
ünchen, 2019

に
所
収
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
初

め
て
四
つ
の
パ
ネ
ル
に
分
断
さ
れ
て
い
た
一
五
三
五
／
四
○
年
の
《
ロ

ト
と
娘
た
ち
》（
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
、
ク
ン
ス
ト
ハ
レ
）
の
復
元
が
試
み

ら
れ
た
（H

olger Jacob-Friesen, Lot und seine Töchter oder H
eiliges 
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und U
nheiliges bei Baldung, in: A

usst. K
at. K

arlsruhe: H
olger 

Jacob-Friesen(H
g.), H

ans Baldung G
rien. heilig|unheilig, Berlin 

M
ünchen, 2019, p. 22-39

）。
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
展
は
生
誕

四
五
○
周
年
の
一
九
三
四
／
三
五
年
に
ベ
ル
リ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
で
小
規

模
な
も
の
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
二
○
一
九
年
ま
で
に

開
催
さ
れ
た
唯
一
の
大
き
な
展
覧
会
は
一
九
五
九
年
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー

エ
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

4 

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
工
房
の
親
方
と
弟
子
と
い
う
関

係
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
異
論
が
あ
る
（D

aniel H
ess, 

Baldung in N
ürnberg. N

eue Ü
berlegungen Teil I: Tafelm

alerei und 
Zeichnung, in: H

olger Jacob-Friesen und O
liver Jehle (H

g.), H
ans 

Baldung G
rien. N

eue Perspektiven auf sein W
erk, Berlin M

ünchen, 
2019, p. 48-57

）。
だ
が
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
終
世
懇

意
に
し
て
い
た
こ
と
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
死
後
そ
の
遺
髪
（
ウ
ィ
ー
ン
美

術
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
所
蔵
）
が
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
バ
ル
ド
ゥ
ン

グ
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（Von der O

sten, H
ans 

Baldung G
rien. G

em
älde und D

okum
ente, Berlin 1983, D

ok. 98

）。

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
一
五
二
一
年
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
行
の
際
に
は
、
バ

ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
版
画
を
持
参
し
て
い
た
（
デ
ュ
ー
ラ
ー
／

前
川
誠
郎
訳
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
日
記
』　

岩
波
書
店　

二
○
○
七
年
、

一
四
○
、
一
七
三
頁
）。

5 

バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
作
品
は
九
○
枚
の
油
彩
画
、
多
数
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
二
五
○
枚
の
素
描
、
八
○
枚
の
一
枚
刷
り
木
版
画
、

五
○
○
枚
の
木
版
挿
絵
が
現
存
し
て
い
る
。
二
○
一
九
年
の
展
覧
会
で

は
現
存
作
品
中
六
○
点
の
油
彩
画
、
十
三
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
六

○
枚
の
素
描
と
六
○
枚
の
版
画
で
構
成
さ
れ
た
。

6 
Ausst. K

at. Frankfurnt a. M
: Bodo Brinkm

ann(H
g.), H

exenlust 

und Sündenfall. D
ie seltsam

en Phantasien des H
ans Baldung G

rien, 
Frankfurt am

 M
ain, Städel M

useum
, Petersburg 2007.

7 
Johannna Scherer, Baldung und der M

anierism
us, in: Ausst. K

at. 
K

arlsruhe, 2019, p. 63.

8 
C

arl K
och, D

ie Zeichnungen H
ans Baldung G

riens. Berlin 1941, 
N

r. 65.; Ausst. K
at. K

arlsruhe, 2019, p. 328, N
r. 160.

9 
Albrecht D

ürer. D
as druckgraphische W

erk. B
d. 2, M

ünchen 
London N

ew
 York, 2002, N

r. 188.

10	
Scherer, 2019, p. 64-65. 

同
じ
制
作
態
度
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五

○
四
年
の
銅
版
画
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》（B. 1

）
の
ア
ダ
ム
を
転
用
し
た
バ

ル
ド
ゥ
ン
グ
の
一
五
○
四/

五
年
の
《
旗
を
手
に
す
る
死
神
》（
バ
ー
ゼ
ル
、

銅
版
画
陳
列
室
）（K

och, 1941, N
r. 15.; Ausst. K

at. K
arlsruhe, 2019, 

p. 237-238, N
r. 104

）
に
共
通
し
て
い
る
。

11	
K

urt Löcher, D
ie G

em
älde des 16. Jahrhunderts, Stuttgart 1997, 

p. 43-49. 

12	
Albrecht D

ürer. D
as druckgraphische W

erk. Bd. 1, 2001, N
r. 25/ 

30.

13	

獨
協
大
学
国
際
共
同
研
究
主
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
イ
ツ
・
ル
ネ

サ
ン
ス
芸
術
の
研
究

―
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
に
お
け
る
革
新

性
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
何
か
」（
獨
協
大
学
） 

二
○
一
八
年
、
十

一
月
二
十
四
日
講
演
（
ア
ン
ヌ
・
マ
リ
ー
＝
ボ
ネ
／
青
山
愛
香
訳 

「
バ

ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
「
ヌ
ー
ド
」
―
人
文
主
義
的
絵
画
批
評

／
批
判
も
し
く
は
キ
ャ
リ
ア
戦
略
？
」、『
ド
イ
ツ
学
研
究
』第
七
十
九
号
、

二
○
二
一
年
三
月
所
収
）。
ボ
ネ
は
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
作
品
は
人
文
主

義
者
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
や
競
合
す
る
宮
廷
、
そ
し
て
派
生
し
つ
つ
あ
っ

た
コ
レ
ク
タ
ー
市
場
に
対
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
提

供
す
る
戦
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
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